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496. !iメタポリツクシンドロームの予務を器議した金難鑓

藤づくりに鱒する研究 (2)-3ヶ月鱒の介入結果一

。をi事絡役1、横111 典子¥難波秀行¥坂戸洋子Z、

松村千香久久聖子鰭也i

e筑波大学大学院 人間総合科学研究科、 Zつくばウエル

ネス 1)+j'…チ、 3大塚製薬(株)〉

{目的}本研究 i立、会開に支J~t;を持つ A 企業の社員の中

から健診結果より始tHされたメタ ;j{lJツクシンドローム

(M S)該当者およびその予犠箪に、都合の良い時簡と場

所で実施するライブスタイル毅運動プログラムによる介入

を行なった。それによる介入効梁としての身体活動量増大

について、通勤形態や残築時間などの就労環境がどのよう

な影響還をゑぼすのかについて検討したむ{方法}鍵議診断

を受診した4233名のうち，社内のメタボ基準f症の2~翼目以

上;こ該当し向:窓を得た40段以上の労性351名(48.8土8.9議)

をMS予備数r:.該当群として3ヶ月の介入を行なった。 3ヵ

月後の結果に基づき、体力のi向上が認められる1日あたち

の歩数の増加数が3000歩・ nであると示されているため、

平均歩数の増加が3000歩・自米議群(討ロ170)と3000?J;・・

日以上群(;守口89)の2群iこ分類した。{結巣}介入前後に

おける体組、成および歩数の変化では、介入後は介入前によヒ

ベ、体重.BMI・体総務率・体力年議舎の鉱下と筋肉率・

1主'数の増加が克られたむ次に介入後の身体活動禁増大の大

小に及ぼす就労潔壌の影響について検討した。一日あたり

歩数の子均増加が3000歩・日未満群と3000歩・日以上群を

比較すると、議議、残業の高然、及ぴ通勤時開については

一定の館向は認められなかった。一方、率通勤の、有無につ

いては、 3000歩・日未満群は:iOOOt長・日以上鮮に比べて車

通勤の割合が高い傾向が示された (p (0.01)0 [考察およ

び総務}本研究では、就労環境の婆閣として通勤方法(非

単科嬬群)のみにおいて、望ましい113あたちの歩数の増

加数を達成できた者の数が草子意に認縫を示した也また我々

は、メタポ発症の有無に影響する就労嬰践として、通勤時

間及び通勤時の主主利用のi有無であったことを確認している

(2008、体育学会人それゆえ、企業における就労者にとっ

て、通勤形態において車を使用している場合、 MSの発波

及ひ攻響効来が得られにくいことが示唆されたため、企梁

鎖は単に本人の行動家、容に綴るのみではなく、身体活動愛

を増加させられるような何ちかの取り組みが必要であるこ

とが:考えられる。
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